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｢職業感染｣ 

             労働安全衛生総合研究所 統括研究員 吉川 徹

はじめに 

医療従事者は診療や看護などの仕事上の行為により、様々な感染を受けるリスクにさ

らされています。自分の健康のために感染しないようにすることがなにより大切ですが、

医療従事者は職業上の感染であれ、市中感染であれ、自身が感染症に罹患したり病原体

を保菌したりすると、それを患者や同僚に伝播してしまう可能性があります。医療機関

を受診する患者は何らかの病気の治療中で体力が弱り、感染しやすい場合が多いので、

特段の注意が必要です。 

 

職業感染症とは 

仕事が原因で感染することを職業

感染と呼びます。職業感染症には、動

物由来、ヒト由来、環境由来など特殊

な労働環境や感染経路によって特徴

づけられる様々な感染症があります。

特に、医療従事者に多発する職業感染

は、主にはヒト由来感染症です。Ｂ型

肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス、HIV

などの血液媒介病原体、肺結核、麻疹

など空気感染するもの、風疹やインル

エンザ等飛沫感染するもの、接触感染する疥癬などが知られています。公表されている

過去 5年の職業感染症の労災補償状況からは、患者の診療・看護の業務や研究に従事す

る者が最も多く、524名が被災しています。労災申請されていないものを含めると、こ

れらの数字は氷山の一角と考えられます。また 2020 年は、職業感染症の統計が大きく

変わった年でした。2020年 12末までの約 1年間で、新型コロナウイルス感染症に職業
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感染したと労災申請を行った労働者は 2,562名、うち、医療従事者は 1,980 名と全体の

約 8割（77.3％）と大多数を占めています。新型コロナウイルス感染症の治療や予防の

最前線で戦う医療従事者が多く被災していることが数字の上でも確かめられました。 

 

職業感染対策の取り組みかた 

職業感染対策の基本は、患者のために日ごろ行っている、院内の医療関連感染症の予

防対策と共通部分が多くあります。感

染症は１：感染源、２：感染経路、３：

感受性がある、別の言い方では感染病

原体への免疫がない、という 3つの要

件がすべてそろった時に感染が成立

します。従って、施設内ではまず感染

源対策として、発熱や咳、発疹（ほっ

しん）等の症状がある、海外渡航歴の

聴取などから、現在、感染している可

能性のある人をいち早く特定し、咳エ

チケットやマスク着用を促します。健

康な医療従事者が感染性のある患者と接する機会をできる限り減らして、空間的に分離

した場所で診察するなどの感染源対策が必要です。しかし、不顕性感染も考慮すると、

すべての感染源となり得る患者を特定するのは困難です。2020 年に流行が始まった新

型コロナウイルス感染症は、発症前から感染が広がることがわかっているため、呼吸器

衛生/咳エチケットが重視され、常にマスクを着用することを推奨する「ユニバーサル

マスク」の考え方が広がりました。 

2 つ目は感染経路別対策です。院内で想定される感染経路には接触感染、飛沫感染、

空気感染があります。手指衛生、呼吸器衛生、個人用防護具の利用を中心とした標準予

防策の遵守（じゅんしゅ）とともに、感染経路別予防策、特に結核などの空気感染予防



では微粒子を補足する高機能マスクである N95レスピレータの着用などを行います。 

これに加えて、B 型肝炎ウイルスな

どの血液媒介病原体への職業感染を

生じる機会となる、注射針やメスなど

の鋭利器材による針刺し・切創防止策

が必要です。職業感染制御研究会の調

査（2009）によれば、100 稼働病床数

あたり平均年 6.3件の針刺しが発生し

ています。単純推計では日本で年間約

10 万件の針刺し切創が発生している

ことになります。 

針刺し切創対策には、シンプルでエ

ビデンスの高い職業感染防止技術が

知られています。使用済みの注射針に

再びキャップするいわゆる「リキャッ

プ」を原則として禁止します。また、

注射針専用の廃棄容器などを適切に

配置するとともに、診療状況等、必要

に応じて、針刺しの防止の工夫がされ

た安全器材の活用を検討します。職業

感染制御研究会が実施している針刺

し切創の実態に関する日米研究から

は、針刺し切創の 5大原因器材は、①

使い捨て注射針、②縫合針、③インス

リンなどの薬剤充填針、④翼状針、⑤

静脈留置針となっています。使い捨て

注射針は日米とも、最も針刺しを起こ

している件数が多く、欧米では利用さ

れている安全装置付きの注射針の導

入が望まれます。また、安全装置のつ

いた器材の使用の際には、安全装置の

使い方などの適切なトレーニングが必要です。 

3 点目はワクチンです。ワクチンで予防可能な感染症（VPD）で医療従事者が受けて

おくべきものとして、B型肝炎、麻疹、風疹、ムンプス、水痘、百日咳、インフルエン

ザなどに対するワクチンが、すべての医療従事者強く推奨されます。2020 年に日本環

境感染学会により公表されたガイドラインが公開されています。ワクチン接種歴や抗体



価などを各自及び所属機関が適切に保管管理し、抗体陰性あるいは文書で陽性が確認で

きていない、ワクチン歴が不明の場合の対応を適切に行います。ワクチンがない感染症

でも、HIVのようにばく露後感染予防内服により効果的に職業感染を予防できるものも

あります。 

 

医療従事者を守る産業安全保健（労働安全衛生） 

国内では医療関連感染症対策の視点

から、感染管理の専門のトレーニング

を受けた医師や感染管理認定看護師

（ICN）等による職業感染対策の取り組

みが進んでいます。一方、職業感染か

ら医療従事者を守る視点に立つと、労

働安全衛生、すなわち、院内の健康管

理部門、産業医や衛生管理者などの産

業保健スタッフとの連携が重要になり

ます。 

産業保健の目的は働く人の安全と健

康を確保することです。医療、保健業に従事する労働者は年々増加していて、医療従事

者の健康を損なう有害要因も多岐にわたるため、産業保健スタッフと連携して、個々の

医療従事者のプライバシーに配慮した職業感染対策を行うことが期待されています。 

 

労災補償制度について 

職業感染症は労災補償を受けることができます。診療、看護などの業務によって、感

染症に罹患した際には、各病院で定められている手順に従って、針刺し報告等を行いま

す。例えば、針刺しの記録が残っていないと、業務によるものかどうかの判断が難しく

なり、針刺し後に B型肝炎などを発症しても労災認定されにくい場合もあります。 

労災補償制度とは、労働者が業務上の事由又は通勤によって怪我をしたり、病気にな



ったり、不幸にも亡くなられた場合に必要な保険給付を行い、被災労働者の社会復帰の

促進、被災労働者とその遺族の援護、労働災害の防止等を目的とする労働福祉事業を行

う総合的な保険制度です。労災保険の給付は、労働者の過失の有無とは関係なく支給さ

れる「無過失補償制度」となっていて、わざと事故を起こさない限り、基本的に補償の

対象となります。また、労災保険は職業の種類、非常勤やパートなどの雇用形態に関係

なく、賃金を支払われていれば適用される「強制保険」のため、すべての労働者には受

給する権利があります。 

 

就業制限 

次に、感染症に罹患した際の就業制

限についてです。就業制限には感染症

予防法によるものと労働安全衛生法

によるものがあります。エボラ出血熱

等の一類感染症や、結核、SARS等の二

類感染症、二類相当とされる新型イン

フルエンザや新型コロナウイルス感

染症は、確定診断が医師から保健所に

報告された段階で、感染者は感染症予

防法に基づき就業制限（第 18 条）、ま

たは入院措置（第 19条）が行われます。

そのさい、事業主による休業手当は不

要で、医療費は公費負担されます。健

康保険から傷病手当金が支払われます。

一方、医師や保健所による指導や休業

の協力要請の範囲や労働安全衛生法の

病者の就業禁止の範囲を超えて事業主

の自主的判断で休業させる場合は、事

業主による休業手当の支払いが必要

になります。 

 

心のケア 

最後に、職業感染に関連した心のケ

アについても留意します。職業感染に

罹患した医療従事者の多くは、感染し

たことにショックを受け、自分を責め、

まわりに迷惑をかけたと感じてしま



う場合があります。適切な心のケアを、精

神科の専門スタッフや産業保健スタッフと

ともに行う必要があります。また、職業感

染は予期せぬ感染がそのほとんどであり、

感染者や感染疑い者あるいは濃厚接触者な

どへの不当な差別を決して行わないよう、

医療従事者や家族、一般国民に対して教育

を行うことも大切です。 

今日は医療機関における職業感染対策の

基本的なことをとお伝えしました。 

 
 

番組ホームページは http://medical.radionikkei.jp/kansenshotoday/ です。 

感染症に関するコンテンツを数多くそろえております。 
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